
住民一人ひとりが
「よく生きる（ウェルビーイング）」
ために、地域として何をすべきかがわかる！

解説に加え、自治体でプロモーションを
担当する職員や地域づくりの専門家の

コラムも掲載！

Tel.  0120-203-694
Fax. 0120-302-640

東京都港区南青山2-11-17 〒107-8560
https://www.daiichihoki.co.jp

Promoting a “Well-Being City”

A5判・216頁・定価2,860円
（本体2,600円+税10％）

先進自治体で実際に実施された
プロモーション活動や

地域活性化の事例を多数紹介！
あなたのまちでも使えるための

ポイントを分析！



取 扱 い

　＊代金引換手数料について
　　一回あたりのご購入金額
　（商品の税込価格+送料）の合計が

　1万円以下の場合、330円（税込） 　＊送料・代引き手数料を含む合計金額は、
　　商品のお届時に配送業者に現金でお支払いください。
　　その際、クレジットカードはご利用いただけません。

　3万円以下の場合、440円（税込）
　10万円以下の場合、660円（税込）

ご住所
〒　　　　　　―

ご機関名 部署名

ﾌﾘｶﾞﾅ
ご氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　

TEL 　　　　　　　―　　　　　　　　―

E-mail 　　　　　　　　　＠

申　込　書〈第一法規刊〉
書　　名 価格 部数

「ウェルビーイングなまち」を育てるプロモーション
――あなたのまちでも使える事例と分析　[017616]

定価2,860円(本体：2,600円+税10％) 　　　部

＊弊社宛お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買上げ合計金額5,000円(税込)以上のご注文は、国内配送料サービスと
　いたします。また、お買上げ合計金額5,000円(税込)未満のご注文については、国内配送料550円(税込)にてお届けいたします。
＊消費税は申込日時の適用税率に依ります。

この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送りく
ださい。
■宛先
〒107-8560
東京都港区南青山2-11-17
第一法規株式会社
FAX：0120-302-640

書店印◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に示す方法にて支払います。
　＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては、代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。
　（いずれかを✔で選択ください）□ 代金引換により支払います。　□ 現品到着後請求書により支払います。

年　　　月　　　日

＜お客様の個人情報の取扱いについて＞
お客様よりお預かりした個人情報は、納品や請求書等の発送・アフターサービス、弊社製品・サービスのご案内などの目的のために利用させていただきます。また、お客様の個人情報は、弊社
ホームページに掲載のプライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います。なお、個人情報についての照会、修正・削除・利用停止を希望される場合、その他お問い合わせにつきましては、お
問合せフォーム（https://www.daiichihoki.co.jp/support/contact/contact.php）もしくはフリーダイヤルにてご連絡ください。フリーダイヤル■TEL 0120-203-696　■FAX 0120-202-974 ウェルプロモ（017616）2024.10

公 用

私 用

□

□

「まえがき」というか、お詫びというか、時代遅れの無駄話というか
第６章　私たちは「よく生きる（ウェルビーイングの）」
　　　　ために誰に何を託すのか
○章のはじめに
○【事例】無人駅がひらくと地域がひらく－住民が主役となる地域芸術祭－
 　　　特定非営利活動法人クロスメディアしまだ理事長　兒玉絵美（一部補記 河井）

○閑話休題

第７章　よく生きる（ウェルビーイングな）暮らしのために
　　　　必要な視線
○章のはじめに
○【事例】ブームが終わったあとの、物語のはじめかた
 　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府福知山市　宇都宮 萌（一部補記 河井）

○閑話休題

第８章　矮小であってもいい、そこに崇高を見つけられれば

○章のはじめに
○【コラム】市民の地域内での役割を可視化する仕組みづくり
 　　　　　　　　　コミュニケーション・プランナー　藤倉 優貴（一部補記 河井）

○閑話休題

第１章　「よく生きる(ウェルビーイング)」に必要なものは 
　　　　「余白」 か 「空白」 か

○章のはじめに
○【事例】「余白あります。」はなぜ、 どのように作られたのか。
 　　　　　　　　　　　　　　　島根県飯南町　安倍亜裕子（一部補記 河井）

○いささか長めの閑話休題

第２章　名付けることの安心と落胆と支配と革新
○章のはじめに
○【事例】地域の魅力を語れる若者を増やすインナーブランディング
 　　　　　　　　　　　　　　　福井県坂井市　小玉悠太郎（一部補記 河井）

○これもまた長めの閑話休題

第３章　パンとサーカスがあれば「よく生きる
　　　　（ウェルビーイング）」なのか

○章のはじめに
○【事例】みの〜れライフが作り出すもの
 　　　　　　Nakamasagas（なかまさがす）代表　中本正樹（一部補記 河井）

○閑話休題
○もうひとつの閑話休題

第４章　誘われることで人は「よく生きる
　　　　（ウェルビーイングする）」ことができる

○章のはじめに
○【事例】取材を通じてまちを好きになる、
　　　　　市民 PR チーム「いこまち宣伝部」
 　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県生駒市　村田充弘（一部補記 河井）

○閑話休題

第５章　「よく生きる（ウェルビーイングな）」実感を
　　　　作り出す露頭を用意する

○章のはじめに
○【事例】マーケットの学校と&green market
 　　　　　　　合同会社LOCUS BRiDGE CMO　荒井 菜彩季（一部補記 河井）

○閑話休題

第９章　関係人口という視点からの「よく生きる
　　　　（ウェルビーイング）」
○章のはじめに
○【ロングコラム】地域への愛着形成は“旅”。
　　　　　　　　　関係人口がたどる「つまづきジャーニー」
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆるさとLabo　田中咲（一部補記 河井）

○いささか長めの閑話休題
○ここでも、もうひとつの閑話休題

第10章　関係人口という視点からの「よく生きる
　　　　（ウェルビーイング）」再説
○章のはじめに
○【ロングコラム】関係人口形成にとって理想的な地域はあるか
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆるさとLabo 増田光一郎（一部補記 河井）

○閑話休題

おわりに

も く じ


